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汎用的英語コーパス解析システムにおける入力ソー
ス整備モジュールについて






















Okada and Sakamoto （2010）で示されるように、情報処理の分野で定評のある 3階層モデ
























































情報、b. （半）自動的に付与される POS （Part of Speech）タグや大学英語教育学会の JACET 8000


















（1） a. He was believed to be honest.
 b. It has been widely recognized as a case.
 c. The place he once was has gained influence.
（2）   a. He_PNP was_VBD believed_VVN to_TO0 be_VBI honest_AJ0 ._. 
 b. It_PNP has_VHZ been_VBN widely_AV0 recognized_VVN as_PRP a_AT0 
case_NN1 ._. 
 c. The_AT0 place_NN1 he_PNP once_AV0 was_VBD has_VHZ gained_VVN 
influence_NN1 ._.





される。（2c）は偶然に VV* （=VBD）と VVNが介在 1語で連続しただけで、純正な受動態では
ないからである。そして純正な（2a）と（2b）のみに対して、（2a）の場合、VBD+VVNの連鎖






は（1a, b）に対する JACET 8000 Level Marker注 5）の出力である。注 6）
（3） a. He_1 was_1 believed_1 to_1 be_1 honest_2. 










（4） It：   it its itself
 has：   have had hadn hasn has haven haves having ve hath
 been：   be am are aren ain been is isn re s was wasn were weren 
being beings bein twas tis
 widely：   wide widely widen widens widened wideness widening 
wider widest width widths
 recognized:  recognize recognise recognised recognises recognising 
recognition recognized recognizes recognizing 
recognisable unrecognisable unrecognizable recognisably 
unrecognised unrecognized recognizable recognizably
 as：   as
 a：   a an





（5） a.  ***という出典の文書中で
 b.  n番目のパラグラフの i番目のセンテンス中で
 c.  「受動態」を構成する 2つ目の要素（V-Pass”）としての過去分詞（VVN）であり
 d.  JACET8000の単語レベルは 2であり
 e.  合計 17個から成る word family の一員であり、当該 family中では第 7位の頻度
このように、RDBMSが柔軟に中間的で重要な役割を果たすことによって、従来では、例えば





















































































































ドット単位のスキャナによる処理では、図 2の画像が、前後の脈略なしでは cornerとも comer
とも認識されてしまう。...just around the corner...とか、...the new comer to...というようなセンテン
スの中で人間の読者は微細な文字間隔には捉われずに正しい読みをする。図 2は cornerであるが、
プロポーショナル印刷の影響で rと nの間隔が極端に狭い場合、この 2つの文字が単一の mとし
て認識される可能性が十分にある。注 17）OCR処理に伴うこのタイプの問題はスペルチェック処
理に関わる次の 2種類の新たな問題を提起する。






（7） be a the art  be at he art  be at heart
 beat he art  beat heart









ような OCR処理過程での real-word errorもあれば、人間のキーボード入力過程での独特の過誤



































































1 . ユーザーが独自に定義する付加的な属性情報を与えるための GUIや、新しいテーブルの生成およびリンク構
造もシステム側が準備する。
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